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数えて今回で 20回目となる。

2019年の SC(通称 SC19)は、米国コロラド州デ

ンバー市にある TheColorado Convention Center (以

下、コロラドコンベンションセンター：図 1) にて、

11月 17日から 22日までの期間に開催された。な

お、デンバーでの SCの開催は 2001年度、 2013年

度、 2017年度に続いて 4度目となり、本センターの

デンバーでの展示も 4度目となる。デンバーはコロ

ラド州の北部にある小1寸都である。デンバーはロッキ

ンセンターである。584,000平方フィートある展示ス

ペース、 2つの大きな ballroom、63室の会議室を備

えている上、 2020年からは新たに ballroomや会議室

を追加する計画が立てられている巨人施設である。

また、コロラドコンベンションセンターの近くにあ

る16番街は、レストランや複合施設が多数あり、そ

の中の移動には無料バスが利用できる。そのため、

展示期間中に昼食などで外出するにも非常に利便性

の高い環境であった。
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寺前勇希

ブース展示は、 11月 18日から 21日までの 4日間

行われた。その間の当ブースヘの来訪者数は、 IDバ

ッジの読み取り数で数えて 423名であり、 2017年度

の526名からは減少したものの、 2018年度の 436名

と同じくらいの多数の来訪者があった。理由の 1つ

として、鉦年の出展によりブースロケーション良く

以下、SC19にて大阪大学サイバーメディアセンタ

ーで行ったポスター展示の概要について説明する。

（括弧内は担当者名。順不同、敬称略）。

(1) About Us: Cybermedia Center, Osaka University 

（寺袖）

本ポスターでは、サイバーメディアセンターに関

する概略、特にミッション、取り組みなどについて
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は登録しないのか？」といった質間があった。また、

SX-ACEおよび VCCのサービス終了する旨を紹介

した際は、「次に導入するシステムはどのような構成

になるのか?FPGAや SX-AuroraTSUBASAの使用

は検討しているのか？」といった質間があった。サ

イバーメディアセンターは、スカラプロセッサ、ベ

クトルプロセッサ、 GPU、XeonPhiといった多様な

計算システムを運用しているため、次期システムが

どんなものになるのか、来訪者にとっても興味を惹

-97-
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図7:ポスター説明を行う学部学生（鎌田君）

TSUBASAのメモリ構造を意識した高速化を紹介し

た。 "Slurmでの緊急ジョブ機能の実現可能性” で

は、地震や津波などの災害時に津波の浸水被害を推

定するシステムで採用されているジョブスケジュー

ラの持つ緊急ジョプ機能をオープンソーススケジュ

ーラ Slurmで実現することができるかを説明した。

来訪者からの"SX-AuroraTSU BASAでの高速化”に

対する質間の中には、「倍精度の計算をしているの

か？」、「コアの中でパイプライン処理をしているの
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し‘。

当日巌示したポスターの

ど、ごごで紹介しき

l
>
 

てヽは

こちらも

ぜひご覧ください：

樋直、一畑 ~M!ffJt-り鯰枷
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ヽl日」 l プロ I廿し ,~·1

.. ...... ・・・・・・・・ vvm, ノ`ー-、よ L.

で相互に交流し、開会式・表彰式などもポリコムを使

って二元中継で行ってきました。このコンテストは

5日間にも渡る合宿型で、実院にスーパーコンピュ

ータを高校生・高専生が使うことができるという、世

界的にも大変ユニークなものです。原則として鉦年

交互に両大学のスーパーコンピュータを使います。

2007、2011年は阪大 CMCのSX-8Rが、 2009年は

SX-9が、 2015年、 2017年は SX-ACEが使われまし

た。

---ヽ,~ ふ 'a,/ ,~ 
る間題でした。莫大な計算を必要とする重力多体系

（銀河系内の天体集合などを模したもの）のシミュ

レーションを GPUを駆使して高速に行うというも

のです。実際の本戦では、課題に取り組む前に、

TSUBAME3.0、特にその GPU機能を利用するための

オリエンテーションと講義が行われ、チームごとに

本選課題を解くためのプログラム設計に入りました。

そして、本選 2日目から 4日目の午前中まではチー

ムごとにプログラムを作成しました。この間コンテ
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_J'-'いi戸しー:・sし、"

詳しくは 105ページに掲載しております表に掲載し

ておりますが、大規模計算機の利用者だけではなく、

学生、教員、研究者を幅広く対象とし、年に 13-14

回開催しております (2019年度は 13回開催いたし

ました）。また、より詳細な情報をサイバーメディア

センター大規模計算機システムの webにおいて掲

載しておりますので、ぜひご参照ください。

3. 初学者にも優しく

未参加の方にとって、こうした講習会は敷居が高

いと思われがちです。しかし、先に述べたように初

学者も講習会の対象で、1年間のおおよそ 13回程度

の講習会のうちおおよそ 1/4は初学者が対象の内

容のものです。

具体的には、 OSである Unixの簡単な操作方法

の解説や、スーパーコンピュータのハードウェアの

概要説明、細かい技法の説明の前に必要となる並列
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V 、 4~ ノ‘

に微細な部分に至るまで専門的な議論を行うことが

出来る機会としてユーザーの皆様にご利用いただい

ております。

5. ぜひご参加され、そしてフィードバックを

講習会の情報については、われわれサイバーメデ

ィアセンターの web

http:/ /www. hpc.cmc.osa ka-u.acj p/1 ecture_event/lecture/ 

にて常に公開しております。情報は随時更新してお
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13 I AVS町視化処理応用牝別相談会 （講習会）

15:00-17:00 

（相談会）

サイバネットシステム（株）
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オンライン配信
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阪大HP

その他

褐示板(ICHO)
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スパコン概要とスパコン和用入門 (9/ 5) 

SX-AC E高速化技法の基礎(9/11)

亜列コンピュータ高速化技法の基礎(9/ 12) 

並列プログラミング入門 (MPl)(9/19)

AVS可視化処理入門 (9/25) 

AVS可視化処理応用／特別相談会(9/26) 

-108-

■lりょ")乙民し 1

■長い

■ 短い



スパコン概要とスパコン利用入門 (9/5)

SX-AC E高速化技法の二礎(9/11)

亜列コンピュータ高速化技法の基礎(9I 12) 

並列プログラミング入門 (MPl)(9/19)

AVS司視化処理入門 (9/25) 

AVS可視化処理応用／特別相談会(9/26) 
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■やや難しい

■ ちょうど良い

■やや易しい

■易しい



スパコンに通じる前列プログラミングの基礎(8/2 9 J 

スパコン概要とスパコン利用入門 (9/5)

SX-AC E高速化技法の基礎(9/ 11) 

並列コンピュータ扁速化技法の基礎(9I 12) 

並列プログラミング入門 (MPl)(9/19)

AVS町視化処理入門 (9/25) 

AVS司視化処理応用／特別相談会(9/26) 

-110-

■速い

■やや速すぎる

■普通

■やや遅すぎる

■遅い



スパコンに通じる前列プログラミングの基礎(8/2 9 J 

スパコン慨要とスパコン利用入門 (9/5)

SX-AC E高速化技法の二礎(9/11) 

亜列コンピュータ高速化技法の二礎(9/ 12) 

並列プログラミング入門 (MPl)(9/19)

AVS可視化処理入門 (9/2 5) 

AVS可視化処理応用／特別相談会(9/26) 
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■非常にわかリやすい

■わかりやすい

■ ちょうど良い

■ わかりにくい

■非常にわかりづらい



スパコン概要とスパコン利用入門 (9/5)

SX-ACE高速化技法の二礎(9/11)

並列コンピュータ高速化技法の基礎(9I 12 l 

亜列プログラミング入門 (MPl)(9/19)

AVS可視化処理入門 (9/2 5) 

AVS可視化処理応用／特別祖談会(9/26) 
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■ある ■ない
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SX-ACE 
OCTOPUS 

SX-ACE 

OCTOPUS 

OCTOPUS 

OCTOPUS 

OCTOPUS 

OCTOPUS 

省エネルギ一次世代半導体デバイス開発のための量子論マルチシミュレーション

スーパーシミュレーションと Alを連携活用した実機クリーンエネルギーシステムのデ
ジタルツインの構築と活用

人規模計算とデータ駆動手法による高性能永久磁石の開発

シミュレーションで探る基礎科学：素粒子の基本法則から元素の生成まで

次世代二次電池・燃料電池開発による ET革命に向けた計算・データ材料科学研究

全原子・粗視化分子動力学による細胞内分子動態の解明

-114-



石川睛基

（電気通信大学）

北澤正清

（大阪大学）

山口容平
（大阪大学）

飛行条件に高忠実な航空機エンジン性能評価—駆動エンジンと機体の統合
流体計算の実現

格了量了色力学に基づく初期宇宙の諸性質の精密数値解析

国民生活シミュレーションに基づく住宅・業務施設のエネルギー需要予測
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ン研究センター）
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A. scpコマンドを使用することで可能です。

例えば、カレントディレクトリ下の abcディレクトリの中のファイル sample.cを、 b61234のホームデ

ィレクトリに転送する場合は以下のようなコマンドとなります。

scp ./abc/sample.c b61234@1ocalhost: 

ヽ

ノ
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/ 
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